
　
愛
媛
県
の
南
西
部
、
宇
和
海
に
面
し
た
南
予
地
方
は
、

海
岸
線
ま
で
急
傾
斜
の
山
す
そ
が
迫
り
、
岬
と
入
江
が
複

雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が
長
く
南
北
に
連
な
っ

て
い
る
。
年
間
日
照
時
間
二
〇
〇
〇
時
間
、
年
平
均
気
温

一
六
℃
、
年
降
水
量
一
六
〇
〇
㎜
程
度
と
い
う
温
暖
な
気

候
と
急
傾
斜
地
域
と
い
う
地
形
条
件
に
適
し
た
柑
橘
農
業

が
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
流
域
が
小

さ
く
河
川
に
乏
し
い
た
め
水
の
確
保
に
大
き
な
弱
点
が

あ
っ
た
。
少
し
日
照
り
が
続
く
と
農
業
用
水
は
お
ろ
か
生

活
用
水
に
も
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
抜
本
的
に
解
決
し
た
の
が
南
予
用
水
事
業
で
あ
る
。

我
が
国
を
代
表
す
る
柑
橘
農
業
の
生
産
基
盤
を
担
い
、
地

域
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
南
予
用
水
事
業
と
そ
の
主
要

施
設
で
あ
る
布
喜
川
調
整
池
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

南
予
の
柑
橘
農
業

　
南
予
地
方
は
、
柑
橘
王
国
愛
媛
の
生
産
量
の
約
七
割
を

占
め
る
柑
橘
農
業
に
特
化
し
た
地
域
で
あ
る
。
宇
和
海
沿

岸
は
古
来
よ
り
イ
ワ
シ
の
好
漁
場
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に

南
予
に
住
み
着
い
た
漁
民
た
ち
が
海
岸
に
面
し
た
急
傾
斜

の
山
林
を
切
り
開
き
段
畑
を
造
成
し
て
甘
藷
や
麦
を
栽
培

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
ハ
ゼ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
藍
な
ど

の
商
品
作
物
や
養
蚕
も
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
地

域
の
最
初
の
温
州
ミ
カ
ン
の
栽
培
は
一
七
九
二
年
に
立
間

村
（
現
宇
和
島
市
吉
田
町
立
間
）
で
始
ま
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
明
治
以
降
、
地
域
の
農
家
は
高
収
益
を
上
げ

ら
れ
る
柑
橘
生
産
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
き
、
一
九
六
〇

年
代
に
は
農
業
基
本
法
で
選
択
的
拡
大
が
う
た
わ
れ
た
こ

と
を
背
景
に
温
州
ミ
カ
ン
の
生
産
が
急
激
に
拡
大
し
た
。

柑
橘
王
国
を
支
え
る
命
の
水

│
南
予
用
水
事
業
と
布
喜
川
調
整
池
│

株
式
会
社
竹
中
土
木

　顧
問

　
　角
田

　豊

し
か
し
、
七
〇
年
代
の
全
国
的
な
供
給
過
剰
や
八
〇
年
代

以
降
の
農
産
物
自
由
化
の
中
で
温
州
ミ
カ
ン
の
生
産
は
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
甘
夏
柑
、

伊
予
柑
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど
の
中
晩
柑
類
が
生
産
を
伸
ば
し
、

近
年
は
、
せ
と
か
、
紅
マ
ド
ン
ナ
な
ど
新
品
種
の
開
発
が

進
み
、
伝
統
的
な
温
州
ミ
カ
ン
（
宮
川
早
生
や
南
柑
二
〇

号
な
ど
）
を
は
じ
め
三
〇
種
を
超
え
る
柑
橘
類
を
生
産
し

柑
橘
王
国
の
座
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

南
予
用
水
事
業
の
芽
生
え

　
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
は
七
月
上
旬
か
ら
十

月
末
ま
で
九
〇
日
間
も
降
雨
が
な
く
七
〇
〜
八
〇
年
に
一

度
と
言
わ
れ
た
大
干
ば
つ
と
な
っ
た
。
ミ
カ
ン
の
被
害
は

甚
大
で
、
枯
死
す
る
樹
体
も
多
か
っ
た
。
農
家
は
緊
急
に

井
戸
を
掘
り
、
用
水
運
搬
に
奔
走
し
た
が
、
運
搬
中
に
子

供
の
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
農
家
青
年
が
自
殺
す
る

と
い
う
悲
劇
も
起
き
た
。
生
活
用
水
も
枯
渇
し
断
水
が
頻

発
し
た
。
当
時
の
切
迫
し
た
状
況
は
「
命
か
れ
る
な

─

南

予
用
水
事
業
の
芽
生
え

─

」（
谷
本
広
一
郎
著
、
南
予
農

業
水
利
事
業
所
編
集
）
に
詳
し
い
。

　
こ
の
大
干
ば
つ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
南
予
の
水
資
源

開
発
の
機
運
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
農
林
省
は
直
ち
に
広

域
農
業
開
発
基
本
調
査
を
開
始
、
愛
媛
県
は
一
九
七
〇
年

に
「
南
予
水
資
源
開
発
計
画
」
を
発
表
、
一
九
七
一
年
に

愛
媛
県
及
び
八
幡
浜
市
、
宇
和
島
市
等
関
係
市
町
は
「
南

予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
し
た
。
一
九
七
三
年

に
建
設
省
は
肱ひ

じ

川か
わ

・
野
村
地
点
に
野
村
ダ
ム
を
着
工
、
翌

一
九
七
四
年
に
農
林
省
は
南
予
農
業
水
利
事
業
所
を
開
設

し
、
こ
こ
に
南
予
住
民
の
「
命
の
水
で
あ
り
夢
の
水
」
で

あ
る
南
予
用
水
事
業
が
上
水
道
と
の
共
同
事
業
（
南
予
水

道
企
業
団
よ
り
農
林
省
が
受
託
）
と
し

て
着
工
し
た
。

南
予
用
水
事
業
計
画

　
南
予
用
水
の
水
源
は
、
肱ひ
じ

川か
わ

に
建
設

さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム
・
野
村
ダ
ム
に
確

保
し
、
最
大
で
三
・
五
一
㎥ /s
（
上

水
と
合
わ
せ
四
・
〇
㎥ /s
）
を
取
水

す
る
。
調
査
段
階
で
は
南
予
地
域
の
灌

漑
要
望
面
積
は
七
八
〇
〇
ha
で
あ
っ
た

が
、
要
望
を
満
た
す
水
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
計
画

は
受
益
面
積
を
五
六
七
三
ha
に
縮
小
し

て
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
柑
橘

類
の
節
水
栽
培
が
普
遍
化
し
て
き
た
こ

と
に
対
応
し
て
単
位
用
水
量
の
見
直
し

を
行
い
、
受
益
面
積
を
七
二
〇
〇
ha
に

ミカン園から八幡浜港を望む

表1　南予用水事業の実施経緯

1967年度～70年度

1970年9月

1971年度～72年度

1973年度

1974年3月

1974年10月

1975年6月

1975年7月

1976年5月

1981年3月

1981年4月

1984年2月

1986年10月

1987年8月

1989年3月

1990年1月

1996年3月

1996年7月

1996年10月

1997年3月

農林省　広域農業開発基本調査実施

愛媛県　「南予水資源開発計画」策定

農林省　国営地区調査実施　

農林省　全体実施設計実施

建設省　野村ダム着工

農林省　南予用水農業水利事業所開設

国営南予用水土地改良事業計画確定

南予水道用水供給事業との共同事業基本協定締結

吉田導水路着工

建設省　野村ダム完成

布喜川調整池着工

布喜川調整池完成

吉田導水路完成

南予用水通水開始（八幡浜川上地区へ送水）

伊方調整池完成
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業
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と
言
わ
れ
た
大
干
ば
つ
と
な
っ
た
。
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の
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で
、
枯
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る
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も
多
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は
緊
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に
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に
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た
が
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こ
の
大
干
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つ
が
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け
と
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り
、
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予
の
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開
発
の
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運
が
一
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た
。
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省
は
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業
開
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調
査
を
開
始
、
愛
媛
県
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農林省　広域農業開発基本調査実施
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建設省　野村ダム完成

布喜川調整池着工

布喜川調整池完成

吉田導水路完成

南予用水通水開始（八幡浜川上地区へ送水）

伊方調整池完成

第1回計画変更確定

第2回計画変更確定

補助水源東蓮寺池完成

国営南予土地改良事業完工式典

国営南予用水土地改良事業完了

33土地改良　317号　2022.4 ●



　
愛
媛
県
の
南
西
部
、
宇
和
海
に
面
し
た
南
予
地
方
は
、

海
岸
線
ま
で
急
傾
斜
の
山
す
そ
が
迫
り
、
岬
と
入
江
が
複

雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が
長
く
南
北
に
連
な
っ

て
い
る
。
年
間
日
照
時
間
二
〇
〇
〇
時
間
、
年
平
均
気
温

一
六
℃
、
年
降
水
量
一
六
〇
〇
㎜
程
度
と
い
う
温
暖
な
気

候
と
急
傾
斜
地
域
と
い
う
地
形
条
件
に
適
し
た
柑
橘
農
業

が
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
流
域
が
小

さ
く
河
川
に
乏
し
い
た
め
水
の
確
保
に
大
き
な
弱
点
が

あ
っ
た
。
少
し
日
照
り
が
続
く
と
農
業
用
水
は
お
ろ
か
生

活
用
水
に
も
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
抜
本
的
に
解
決
し
た
の
が
南
予
用
水
事
業
で
あ
る
。

我
が
国
を
代
表
す
る
柑
橘
農
業
の
生
産
基
盤
を
担
い
、
地

域
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
南
予
用
水
事
業
と
そ
の
主
要

施
設
で
あ
る
布
喜
川
調
整
池
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

南
予
の
柑
橘
農
業

　
南
予
地
方
は
、
柑
橘
王
国
愛
媛
の
生
産
量
の
約
七
割
を

占
め
る
柑
橘
農
業
に
特
化
し
た
地
域
で
あ
る
。
宇
和
海
沿

岸
は
古
来
よ
り
イ
ワ
シ
の
好
漁
場
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に

南
予
に
住
み
着
い
た
漁
民
た
ち
が
海
岸
に
面
し
た
急
傾
斜

の
山
林
を
切
り
開
き
段
畑
を
造
成
し
て
甘
藷
や
麦
を
栽
培

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
ハ
ゼ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
藍
な
ど

の
商
品
作
物
や
養
蚕
も
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
地

域
の
最
初
の
温
州
ミ
カ
ン
の
栽
培
は
一
七
九
二
年
に
立
間

村
（
現
宇
和
島
市
吉
田
町
立
間
）
で
始
ま
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
明
治
以
降
、
地
域
の
農
家
は
高
収
益
を
上
げ

ら
れ
る
柑
橘
生
産
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
き
、
一
九
六
〇

年
代
に
は
農
業
基
本
法
で
選
択
的
拡
大
が
う
た
わ
れ
た
こ

と
を
背
景
に
温
州
ミ
カ
ン
の
生
産
が
急
激
に
拡
大
し
た
。

柑
橘
王
国
を
支
え
る
命
の
水

│
南
予
用
水
事
業
と
布
喜
川
調
整
池
│

株
式
会
社
竹
中
土
木

　顧
問

　
　角
田

　豊

し
か
し
、
七
〇
年
代
の
全
国
的
な
供
給
過
剰
や
八
〇
年
代

以
降
の
農
産
物
自
由
化
の
中
で
温
州
ミ
カ
ン
の
生
産
は
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
甘
夏
柑
、

伊
予
柑
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど
の
中
晩
柑
類
が
生
産
を
伸
ば
し
、

近
年
は
、
せ
と
か
、
紅
マ
ド
ン
ナ
な
ど
新
品
種
の
開
発
が

進
み
、
伝
統
的
な
温
州
ミ
カ
ン
（
宮
川
早
生
や
南
柑
二
〇

号
な
ど
）
を
は
じ
め
三
〇
種
を
超
え
る
柑
橘
類
を
生
産
し

柑
橘
王
国
の
座
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

南
予
用
水
事
業
の
芽
生
え

　
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
は
七
月
上
旬
か
ら
十

月
末
ま
で
九
〇
日
間
も
降
雨
が
な
く
七
〇
〜
八
〇
年
に
一

度
と
言
わ
れ
た
大
干
ば
つ
と
な
っ
た
。
ミ
カ
ン
の
被
害
は

甚
大
で
、
枯
死
す
る
樹
体
も
多
か
っ
た
。
農
家
は
緊
急
に

井
戸
を
掘
り
、
用
水
運
搬
に
奔
走
し
た
が
、
運
搬
中
に
子

供
の
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
農
家
青
年
が
自
殺
す
る

と
い
う
悲
劇
も
起
き
た
。
生
活
用
水
も
枯
渇
し
断
水
が
頻

発
し
た
。
当
時
の
切
迫
し
た
状
況
は
「
命
か
れ
る
な

─

南

予
用
水
事
業
の
芽
生
え

─

」（
谷
本
広
一
郎
著
、
南
予
農

業
水
利
事
業
所
編
集
）
に
詳
し
い
。

　
こ
の
大
干
ば
つ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
南
予
の
水
資
源

開
発
の
機
運
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
農
林
省
は
直
ち
に
広

域
農
業
開
発
基
本
調
査
を
開
始
、
愛
媛
県
は
一
九
七
〇
年

に
「
南
予
水
資
源
開
発
計
画
」
を
発
表
、
一
九
七
一
年
に

愛
媛
県
及
び
八
幡
浜
市
、
宇
和
島
市
等
関
係
市
町
は
「
南

予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
し
た
。
一
九
七
三
年

に
建
設
省
は
肱ひ

じ

川か
わ

・
野
村
地
点
に
野
村
ダ
ム
を
着
工
、
翌

一
九
七
四
年
に
農
林
省
は
南
予
農
業
水
利
事
業
所
を
開
設

し
、
こ
こ
に
南
予
住
民
の
「
命
の
水
で
あ
り
夢
の
水
」
で

あ
る
南
予
用
水
事
業
が
上
水
道
と
の
共
同
事
業
（
南
予
水

道
企
業
団
よ
り
農
林
省
が
受
託
）
と
し

て
着
工
し
た
。

南
予
用
水
事
業
計
画

　
南
予
用
水
の
水
源
は
、
肱ひ
じ

川か
わ

に
建
設

さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム
・
野
村
ダ
ム
に
確

保
し
、
最
大
で
三
・
五
一
㎥ /s
（
上

水
と
合
わ
せ
四
・
〇
㎥ /s
）
を
取
水

す
る
。
調
査
段
階
で
は
南
予
地
域
の
灌

漑
要
望
面
積
は
七
八
〇
〇
ha
で
あ
っ
た

が
、
要
望
を
満
た
す
水
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
計
画

は
受
益
面
積
を
五
六
七
三
ha
に
縮
小
し

て
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
柑
橘

類
の
節
水
栽
培
が
普
遍
化
し
て
き
た
こ

と
に
対
応
し
て
単
位
用
水
量
の
見
直
し

を
行
い
、
受
益
面
積
を
七
二
〇
〇
ha
に

ミカン園から八幡浜港を望む

表1　南予用水事業の実施経緯

1967年度～70年度

1970年9月

1971年度～72年度

1973年度

1974年3月

1974年10月

1975年6月

1975年7月

1976年5月

1981年3月

1981年4月

1984年2月

1986年10月

1987年8月

1989年3月

1990年1月

1996年3月

1996年7月

1996年10月

1997年3月

農林省　広域農業開発基本調査実施

愛媛県　「南予水資源開発計画」策定

農林省　国営地区調査実施　

農林省　全体実施設計実施

建設省　野村ダム着工

農林省　南予用水農業水利事業所開設

国営南予用水土地改良事業計画確定

南予水道用水供給事業との共同事業基本協定締結

吉田導水路着工

建設省　野村ダム完成

布喜川調整池着工

布喜川調整池完成

吉田導水路完成

南予用水通水開始（八幡浜川上地区へ送水）

伊方調整池完成

第1回計画変更確定

第2回計画変更確定

補助水源東蓮寺池完成

国営南予土地改良事業完工式典

国営南予用水土地改良事業完了
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で
、
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多
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り
、
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に
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が
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の
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
農
家
青
年
が
自
殺
す
る

と
い
う
悲
劇
も
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用
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も
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つ
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け
と
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り
、
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の
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発
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運
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1974年3月

1974年10月

1975年6月

1975年7月

1976年5月

1981年3月

1981年4月

1984年2月

1986年10月

1987年8月

1989年3月

1990年1月

1996年3月

1996年7月

1996年10月

1997年3月

農林省　広域農業開発基本調査実施

愛媛県　「南予水資源開発計画」策定

農林省　国営地区調査実施　

農林省　全体実施設計実施

建設省　野村ダム着工

農林省　南予用水農業水利事業所開設

国営南予用水土地改良事業計画確定

南予水道用水供給事業との共同事業基本協定締結

吉田導水路着工

建設省　野村ダム完成

布喜川調整池着工

布喜川調整池完成

吉田導水路完成

南予用水通水開始（八幡浜川上地区へ送水）

伊方調整池完成

第1回計画変更確定

第2回計画変更確定

補助水源東蓮寺池完成

国営南予土地改良事業完工式典

国営南予用水土地改良事業完了
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拡
大
す
る
計
画
変
更
（
一
九
九
〇
年
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る

「
吉
田
導
水
路
」（
延
長
六
・
四
㎞ ）、八
幡
浜
、佐
田
岬
半
島

方
面
に
送
水
す
る「
北
幹
線
水
路
」（
延
長
七
〇
・
五
㎞
）、

宇
和
島
方
面
に
送
水
す
る「
南
幹
線
水
路
」（
延
長
二
七
・
一

㎞
）、
樹
園
地
に
用
水
を
圧
送
す
る
た
め
の
揚
水
機
場

（
二
一
か
所
）、
支
線
水
路（
二
〇
路
線
、
延
長
七
一
・
八
㎞
）、

調
整
水
槽（
三
七
か
所
）、円
滑
な
送
水
管
理
の
た
め
の「
布

喜
川
調
整
池
」及
び「
伊
方
調
整
池
」、
計
画
基
準
年
に
お

い
て
不
足
す
る
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
補
助
水
源「
東

蓮
寺
池
」な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
総

事
業
費
は
七
八
七
億
円
、
工
期
は

一
九
七
四
年
度
〜
九
六
年
度
の

二
三
年
を
要
し
た
。
さ
ら
に
付
帯

県
営
事
業
四
三
地
区
、
団
体
営
事

業
六
地
区
に
よ
り
樹
園
地
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
配
水
ス
タ
ン

ド
が
整
備
さ
れ
た
。
国
営
事
業
及

び
関
連
事
業
を
合
わ
せ
た
総
事
業

費
は
一
四
六
二
億
円（
平
成
五
年

度
単
価
）に
の
ぼ
る
一
大
事
業
で

あ
っ
た
。

布
喜
川
調
整
池
工
事

　
布
喜
川
調
整
池
は
、
八
幡
浜
市

布
喜
川
地
点
に
設
置
し
た
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
河

川
自
流
は
貯
留
せ
ず
、
野
村
ダ
ム

か
ら
送
水
さ
れ
る
北
幹
線
水
路
の

調
整
容
量
の
み
を
確
保
す
る
。
ダ
ム

の
諸
元
は
表
2
に
示
す
と
お
り
堤

高
三
三
m
余
の
ダ
ム
で
あ
る
。
工
事

は
一
九
八
一
年
度
か
ら
八
三
年
度

に
か
け
て
三
年
で
実
施
し
た
。
南
予

用
水
事
業
は
農
水
と
上
水
の
共
同

事
業
で
あ
る
が
、
調
整
池
は
農
水
専

用
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

取
水
方
法
は
上
水
に
影
響
を
与
え

野村ダム

吉田導水路

南幹線水路

北幹線水路

伊方町

伊方調整池

八幡浜市

保内町

布喜川調整池
瀬戸町

トンネル
パイプライン

三崎町

宇和島市

東蓮寺ダム

吉田町

明浜町

三瓶町

肱
　川

肱

　川

図1　南予用水計画平面図

図2　布喜川ダム堤体標準断面図

な
い
よ
う
堤
体
に
併
設
し
た
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ト
に
よ
る
選

択
取
水
形
式
と
し
た
。
工
事
の
特
色
と
し
て
、
基
礎
掘
削

面
の
断
層
処
理
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
グ
を
施
工
し
た
こ

と
、
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
輝
石
岩
の
砕
石
を
用

い
て
強
度
と
耐
久
性
を
高
め
た
が
施
工
性
を
確
保
す
る
た

め
単
位
水
量
を
標
準
よ
り
多
く
す
る
工
夫
を
行
っ
た
。
試

験
湛
水
に
際
し
て
は
ダ
ム
下
流
の
既
得
水
利
権
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
河
川
自
流
の
平
水
量
以
上
に
つ
い
て
の
み

貯
水
し
た
。（
布
喜
川
調
整
池
の
工
事
に
つ
い
て
は
元
竹

中
土
木
社
員
の
井
内
敏
夫
氏
の
寄
稿
を
参
照
）

　
南
予
用
水
は
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
水
さ
れ
る
た
め
、
布
喜
川
調
整
池
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら

送
水
さ
れ
た
用
水
を
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
初
の
施

設
で
あ
る
。
ま
た
布
喜
川
調
整
池
に
隣
接
し
て
南
予
農
水

中
央
管
理
所
を
設
置
、
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
入

居
し
て
南
予
用
水
全
域
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
布
喜
川
調
整
池
は
南
予
用
水
の
要
で
あ
り

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

南
予
用
水
の
通
水

　
野
村
ダ
ム
は
一
九
八
一
年
三
月
に
完
成
し
、
南
予
地
域

へ
の
導
水
開
始
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
野

村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る
水
路
ト
ン
ネ
ル
「
吉

田
導
水
路
」
が
難
工
事
を
極
め
た
。
仏
像
構
造
線
付
近
の

破
砕
帯
掘
進
に
際
し
て
坑
内
に
高
圧
地
下
水
が
噴
出
し
、

地
上
の
名
水
百
選
・
観
音
水
の
水
位
が
低
下
し
た
。
こ
の

た
め
、
止
水
注
入
グ
ラ
ウ
ト
工
等
を
併
用
し
て
慎
重
に
掘

進
を
行
い
、
一
〇
年
六
か
月
の
工
期
を
要
し
て
一
九
八
六

年
十
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
し
て
関
係
者
と
の
補

償
交
渉
妥
結
を
経
て
、
一
九
八
七
年
夏
に
野
村
ダ
ム
か
ら

布
喜
川
調
整
池
ま
で
の
通
水
を
開
始
し
た
。
南
予
用
水
の

水
が
初
め
て
八
幡
浜
の
川
上
地
区
の
樹
園
地
に
届
き
、
地

域
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
工
事
は
着
実
に

進
み
、
通
水
区
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
伊
方
調
整
池

八七年布喜川調整池までの通水式典
（右端が筆者。当時南予農業水利事業所工事第一課長）

布喜川調整池と南予用水中央管理所（奥の建物）

表2　布喜川ダム諸元

位 置
河 川 名

八幡浜市布喜川
五反田川水系流田川（2級河川）

堤 体 形 式
堤 高
堤 長
堤 長 幅
低 体 積

重力式コンクリートダム
33.7ｍ
110.0ｍ
3.5ｍ
26,000㎥ 

総 貯 水 量
有 効 貯 水 量

197千㎥ 
150千㎥ （農水専用施設で灌漑容量のみ）

洪 水 吐
計画洪水流量
減 勢 工

非調節型越流方式
158.0㎥ /s
副ダム式静水池

取水放流設備
最 大 取 水 量

堤体併設鋼製直立取水塔
2.102㎥ /s うち上水0.233㎥ /s

ダ ム 工 事 費
施 工 者
ダ ム 管 理 者

29.5億円
株式会社　竹中土木
南予用水土地改良区連合

拡
大
す
る
計
画
変
更
（
一
九
九
〇
年
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る

「
吉
田
導
水
路
」（
延
長
六
・
四
㎞ ）、八
幡
浜
、佐
田
岬
半
島

方
面
に
送
水
す
る「
北
幹
線
水
路
」（
延
長
七
〇
・
五
㎞
）、

宇
和
島
方
面
に
送
水
す
る「
南
幹
線
水
路
」（
延
長
二
七
・
一

㎞
）、
樹
園
地
に
用
水
を
圧
送
す
る
た
め
の
揚
水
機
場

（
二
一
か
所
）、
支
線
水
路（
二
〇
路
線
、
延
長
七
一
・
八
㎞
）、

調
整
水
槽（
三
七
か
所
）、円
滑
な
送
水
管
理
の
た
め
の「
布

喜
川
調
整
池
」及
び「
伊
方
調
整
池
」、
計
画
基
準
年
に
お

い
て
不
足
す
る
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
補
助
水
源「
東

蓮
寺
池
」な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
総

事
業
費
は
七
八
七
億
円
、
工
期
は

一
九
七
四
年
度
〜
九
六
年
度
の

二
三
年
を
要
し
た
。
さ
ら
に
付
帯

県
営
事
業
四
三
地
区
、
団
体
営
事

業
六
地
区
に
よ
り
樹
園
地
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
配
水
ス
タ
ン

ド
が
整
備
さ
れ
た
。
国
営
事
業
及

び
関
連
事
業
を
合
わ
せ
た
総
事
業

費
は
一
四
六
二
億
円（
平
成
五
年

度
単
価
）に
の
ぼ
る
一
大
事
業
で

あ
っ
た
。

布
喜
川
調
整
池
工
事

　
布
喜
川
調
整
池
は
、
八
幡
浜
市

布
喜
川
地
点
に
設
置
し
た
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
河

川
自
流
は
貯
留
せ
ず
、
野
村
ダ
ム

か
ら
送
水
さ
れ
る
北
幹
線
水
路
の

調
整
容
量
の
み
を
確
保
す
る
。
ダ
ム

の
諸
元
は
表
2
に
示
す
と
お
り
堤

高
三
三
m
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の
ダ
ム
で
あ
る
。
工
事

は
一
九
八
一
年
度
か
ら
八
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年
度

に
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て
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年
で
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施
し
た
。
南
予

用
水
事
業
は
農
水
と
上
水
の
共
同

事
業
で
あ
る
が
、
調
整
池
は
農
水
専

用
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

取
水
方
法
は
上
水
に
影
響
を
与
え

野村ダム

吉田導水路

南幹線水路
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図1　南予用水計画平面図

図2　布喜川ダム堤体標準断面図

な
い
よ
う
堤
体
に
併
設
し
た
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ト
に
よ
る
選

択
取
水
形
式
と
し
た
。
工
事
の
特
色
と
し
て
、
基
礎
掘
削

面
の
断
層
処
理
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
グ
を
施
工
し
た
こ

と
、
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
輝
石
岩
の
砕
石
を
用

い
て
強
度
と
耐
久
性
を
高
め
た
が
施
工
性
を
確
保
す
る
た

め
単
位
水
量
を
標
準
よ
り
多
く
す
る
工
夫
を
行
っ
た
。
試

験
湛
水
に
際
し
て
は
ダ
ム
下
流
の
既
得
水
利
権
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
河
川
自
流
の
平
水
量
以
上
に
つ
い
て
の
み

貯
水
し
た
。（
布
喜
川
調
整
池
の
工
事
に
つ
い
て
は
元
竹

中
土
木
社
員
の
井
内
敏
夫
氏
の
寄
稿
を
参
照
）

　
南
予
用
水
は
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
水
さ
れ
る
た
め
、
布
喜
川
調
整
池
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら

送
水
さ
れ
た
用
水
を
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
初
の
施

設
で
あ
る
。
ま
た
布
喜
川
調
整
池
に
隣
接
し
て
南
予
農
水

中
央
管
理
所
を
設
置
、
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
入

居
し
て
南
予
用
水
全
域
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
布
喜
川
調
整
池
は
南
予
用
水
の
要
で
あ
り

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

南
予
用
水
の
通
水

　
野
村
ダ
ム
は
一
九
八
一
年
三
月
に
完
成
し
、
南
予
地
域

へ
の
導
水
開
始
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
野

村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る
水
路
ト
ン
ネ
ル
「
吉

田
導
水
路
」
が
難
工
事
を
極
め
た
。
仏
像
構
造
線
付
近
の

破
砕
帯
掘
進
に
際
し
て
坑
内
に
高
圧
地
下
水
が
噴
出
し
、

地
上
の
名
水
百
選
・
観
音
水
の
水
位
が
低
下
し
た
。
こ
の

た
め
、
止
水
注
入
グ
ラ
ウ
ト
工
等
を
併
用
し
て
慎
重
に
掘

進
を
行
い
、
一
〇
年
六
か
月
の
工
期
を
要
し
て
一
九
八
六

年
十
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
し
て
関
係
者
と
の
補

償
交
渉
妥
結
を
経
て
、
一
九
八
七
年
夏
に
野
村
ダ
ム
か
ら

布
喜
川
調
整
池
ま
で
の
通
水
を
開
始
し
た
。
南
予
用
水
の

水
が
初
め
て
八
幡
浜
の
川
上
地
区
の
樹
園
地
に
届
き
、
地

域
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
工
事
は
着
実
に

進
み
、
通
水
区
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
伊
方
調
整
池

八七年布喜川調整池までの通水式典
（右端が筆者。当時南予農業水利事業所工事第一課長）

布喜川調整池と南予用水中央管理所（奥の建物）

表2　布喜川ダム諸元

位 置
河 川 名

八幡浜市布喜川
五反田川水系流田川（2級河川）

堤 体 形 式
堤 高
堤 長
堤 長 幅
低 体 積

重力式コンクリートダム
33.7ｍ
110.0ｍ
3.5ｍ
26,000㎥ 

総 貯 水 量
有 効 貯 水 量

197千㎥ 
150千㎥ （農水専用施設で灌漑容量のみ）

洪 水 吐
計画洪水流量
減 勢 工

非調節型越流方式
158.0㎥ /s
副ダム式静水池

取水放流設備
最 大 取 水 量

堤体併設鋼製直立取水塔
2.102㎥ /s うち上水0.233㎥ /s

ダ ム 工 事 費
施 工 者
ダ ム 管 理 者

29.5億円
株式会社　竹中土木
南予用水土地改良区連合
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拡
大
す
る
計
画
変
更
（
一
九
九
〇
年
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る

「
吉
田
導
水
路
」（
延
長
六
・
四
㎞ ）、八
幡
浜
、佐
田
岬
半
島

方
面
に
送
水
す
る「
北
幹
線
水
路
」（
延
長
七
〇
・
五
㎞
）、

宇
和
島
方
面
に
送
水
す
る「
南
幹
線
水
路
」（
延
長
二
七
・
一

㎞
）、
樹
園
地
に
用
水
を
圧
送
す
る
た
め
の
揚
水
機
場

（
二
一
か
所
）、
支
線
水
路（
二
〇
路
線
、
延
長
七
一
・
八
㎞
）、

調
整
水
槽（
三
七
か
所
）、円
滑
な
送
水
管
理
の
た
め
の「
布

喜
川
調
整
池
」及
び「
伊
方
調
整
池
」、
計
画
基
準
年
に
お

い
て
不
足
す
る
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
補
助
水
源「
東

蓮
寺
池
」な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
総

事
業
費
は
七
八
七
億
円
、
工
期
は

一
九
七
四
年
度
〜
九
六
年
度
の

二
三
年
を
要
し
た
。
さ
ら
に
付
帯

県
営
事
業
四
三
地
区
、
団
体
営
事

業
六
地
区
に
よ
り
樹
園
地
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
配
水
ス
タ
ン

ド
が
整
備
さ
れ
た
。
国
営
事
業
及

び
関
連
事
業
を
合
わ
せ
た
総
事
業

費
は
一
四
六
二
億
円（
平
成
五
年

度
単
価
）に
の
ぼ
る
一
大
事
業
で

あ
っ
た
。

布
喜
川
調
整
池
工
事

　
布
喜
川
調
整
池
は
、
八
幡
浜
市

布
喜
川
地
点
に
設
置
し
た
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
河

川
自
流
は
貯
留
せ
ず
、
野
村
ダ
ム

か
ら
送
水
さ
れ
る
北
幹
線
水
路
の

調
整
容
量
の
み
を
確
保
す
る
。
ダ
ム

の
諸
元
は
表
2
に
示
す
と
お
り
堤

高
三
三
m
余
の
ダ
ム
で
あ
る
。
工
事

は
一
九
八
一
年
度
か
ら
八
三
年
度

に
か
け
て
三
年
で
実
施
し
た
。
南
予

用
水
事
業
は
農
水
と
上
水
の
共
同

事
業
で
あ
る
が
、
調
整
池
は
農
水
専

用
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

取
水
方
法
は
上
水
に
影
響
を
与
え

野村ダム

吉田導水路

南幹線水路

北幹線水路

伊方町

伊方調整池

八幡浜市

保内町

布喜川調整池
瀬戸町

トンネル
パイプライン

三崎町

宇和島市

東蓮寺ダム

吉田町

明浜町

三瓶町

肱
　川

肱

　川

図1　南予用水計画平面図

図2　布喜川ダム堤体標準断面図

な
い
よ
う
堤
体
に
併
設
し
た
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ト
に
よ
る
選

択
取
水
形
式
と
し
た
。
工
事
の
特
色
と
し
て
、
基
礎
掘
削

面
の
断
層
処
理
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
グ
を
施
工
し
た
こ

と
、
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
輝
石
岩
の
砕
石
を
用

い
て
強
度
と
耐
久
性
を
高
め
た
が
施
工
性
を
確
保
す
る
た

め
単
位
水
量
を
標
準
よ
り
多
く
す
る
工
夫
を
行
っ
た
。
試

験
湛
水
に
際
し
て
は
ダ
ム
下
流
の
既
得
水
利
権
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
河
川
自
流
の
平
水
量
以
上
に
つ
い
て
の
み

貯
水
し
た
。（
布
喜
川
調
整
池
の
工
事
に
つ
い
て
は
元
竹

中
土
木
社
員
の
井
内
敏
夫
氏
の
寄
稿
を
参
照
）

　
南
予
用
水
は
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
水
さ
れ
る
た
め
、
布
喜
川
調
整
池
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら

送
水
さ
れ
た
用
水
を
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
初
の
施

設
で
あ
る
。
ま
た
布
喜
川
調
整
池
に
隣
接
し
て
南
予
農
水

中
央
管
理
所
を
設
置
、
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
入

居
し
て
南
予
用
水
全
域
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
布
喜
川
調
整
池
は
南
予
用
水
の
要
で
あ
り

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

南
予
用
水
の
通
水

　
野
村
ダ
ム
は
一
九
八
一
年
三
月
に
完
成
し
、
南
予
地
域

へ
の
導
水
開
始
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
野

村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る
水
路
ト
ン
ネ
ル
「
吉

田
導
水
路
」
が
難
工
事
を
極
め
た
。
仏
像
構
造
線
付
近
の

破
砕
帯
掘
進
に
際
し
て
坑
内
に
高
圧
地
下
水
が
噴
出
し
、

地
上
の
名
水
百
選
・
観
音
水
の
水
位
が
低
下
し
た
。
こ
の

た
め
、
止
水
注
入
グ
ラ
ウ
ト
工
等
を
併
用
し
て
慎
重
に
掘

進
を
行
い
、
一
〇
年
六
か
月
の
工
期
を
要
し
て
一
九
八
六

年
十
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
し
て
関
係
者
と
の
補

償
交
渉
妥
結
を
経
て
、
一
九
八
七
年
夏
に
野
村
ダ
ム
か
ら

布
喜
川
調
整
池
ま
で
の
通
水
を
開
始
し
た
。
南
予
用
水
の

水
が
初
め
て
八
幡
浜
の
川
上
地
区
の
樹
園
地
に
届
き
、
地

域
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
工
事
は
着
実
に

進
み
、
通
水
区
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
伊
方
調
整
池

八七年布喜川調整池までの通水式典
（右端が筆者。当時南予農業水利事業所工事第一課長）

布喜川調整池と南予用水中央管理所（奥の建物）

表2　布喜川ダム諸元

位 置
河 川 名

八幡浜市布喜川
五反田川水系流田川（2級河川）

堤 体 形 式
堤 高
堤 長
堤 長 幅
低 体 積

重力式コンクリートダム
33.7ｍ
110.0ｍ
3.5ｍ
26,000㎥ 

総 貯 水 量
有 効 貯 水 量

197千㎥ 
150千㎥ （農水専用施設で灌漑容量のみ）

洪 水 吐
計画洪水流量
減 勢 工

非調節型越流方式
158.0㎥ /s
副ダム式静水池

取水放流設備
最 大 取 水 量

堤体併設鋼製直立取水塔
2.102㎥ /s うち上水0.233㎥ /s

ダ ム 工 事 費
施 工 者
ダ ム 管 理 者

29.5億円
株式会社　竹中土木
南予用水土地改良区連合

拡
大
す
る
計
画
変
更
（
一
九
九
〇
年
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る

「
吉
田
導
水
路
」（
延
長
六
・
四
㎞ ）、八
幡
浜
、佐
田
岬
半
島

方
面
に
送
水
す
る「
北
幹
線
水
路
」（
延
長
七
〇
・
五
㎞
）、

宇
和
島
方
面
に
送
水
す
る「
南
幹
線
水
路
」（
延
長
二
七
・
一

㎞
）、
樹
園
地
に
用
水
を
圧
送
す
る
た
め
の
揚
水
機
場

（
二
一
か
所
）、
支
線
水
路（
二
〇
路
線
、
延
長
七
一
・
八
㎞
）、

調
整
水
槽（
三
七
か
所
）、円
滑
な
送
水
管
理
の
た
め
の「
布

喜
川
調
整
池
」及
び「
伊
方
調
整
池
」、
計
画
基
準
年
に
お

い
て
不
足
す
る
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
補
助
水
源「
東

蓮
寺
池
」な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
総

事
業
費
は
七
八
七
億
円
、
工
期
は

一
九
七
四
年
度
〜
九
六
年
度
の

二
三
年
を
要
し
た
。
さ
ら
に
付
帯

県
営
事
業
四
三
地
区
、
団
体
営
事

業
六
地
区
に
よ
り
樹
園
地
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
配
水
ス
タ
ン

ド
が
整
備
さ
れ
た
。
国
営
事
業
及

び
関
連
事
業
を
合
わ
せ
た
総
事
業

費
は
一
四
六
二
億
円（
平
成
五
年

度
単
価
）に
の
ぼ
る
一
大
事
業
で

あ
っ
た
。

布
喜
川
調
整
池
工
事

　
布
喜
川
調
整
池
は
、
八
幡
浜
市

布
喜
川
地
点
に
設
置
し
た
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
河

川
自
流
は
貯
留
せ
ず
、
野
村
ダ
ム

か
ら
送
水
さ
れ
る
北
幹
線
水
路
の

調
整
容
量
の
み
を
確
保
す
る
。
ダ
ム

の
諸
元
は
表
2
に
示
す
と
お
り
堤

高
三
三
m
余
の
ダ
ム
で
あ
る
。
工
事

は
一
九
八
一
年
度
か
ら
八
三
年
度

に
か
け
て
三
年
で
実
施
し
た
。
南
予

用
水
事
業
は
農
水
と
上
水
の
共
同

事
業
で
あ
る
が
、
調
整
池
は
農
水
専

用
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

取
水
方
法
は
上
水
に
影
響
を
与
え

野村ダム

吉田導水路

南幹線水路

北幹線水路

伊方町

伊方調整池

八幡浜市

保内町

布喜川調整池
瀬戸町

トンネル
パイプライン

三崎町

宇和島市

東蓮寺ダム

吉田町

明浜町

三瓶町

肱
　川

肱

　川

図1　南予用水計画平面図

図2　布喜川ダム堤体標準断面図

な
い
よ
う
堤
体
に
併
設
し
た
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ト
に
よ
る
選

択
取
水
形
式
と
し
た
。
工
事
の
特
色
と
し
て
、
基
礎
掘
削

面
の
断
層
処
理
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
グ
を
施
工
し
た
こ

と
、
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
輝
石
岩
の
砕
石
を
用

い
て
強
度
と
耐
久
性
を
高
め
た
が
施
工
性
を
確
保
す
る
た

め
単
位
水
量
を
標
準
よ
り
多
く
す
る
工
夫
を
行
っ
た
。
試

験
湛
水
に
際
し
て
は
ダ
ム
下
流
の
既
得
水
利
権
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
河
川
自
流
の
平
水
量
以
上
に
つ
い
て
の
み

貯
水
し
た
。（
布
喜
川
調
整
池
の
工
事
に
つ
い
て
は
元
竹

中
土
木
社
員
の
井
内
敏
夫
氏
の
寄
稿
を
参
照
）

　
南
予
用
水
は
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
水
さ
れ
る
た
め
、
布
喜
川
調
整
池
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら

送
水
さ
れ
た
用
水
を
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
初
の
施

設
で
あ
る
。
ま
た
布
喜
川
調
整
池
に
隣
接
し
て
南
予
農
水

中
央
管
理
所
を
設
置
、
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
入

居
し
て
南
予
用
水
全
域
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
布
喜
川
調
整
池
は
南
予
用
水
の
要
で
あ
り

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

南
予
用
水
の
通
水

　
野
村
ダ
ム
は
一
九
八
一
年
三
月
に
完
成
し
、
南
予
地
域

へ
の
導
水
開
始
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
野

村
ダ
ム
か
ら
南
予
地
域
に
導
水
す
る
水
路
ト
ン
ネ
ル
「
吉

田
導
水
路
」
が
難
工
事
を
極
め
た
。
仏
像
構
造
線
付
近
の

破
砕
帯
掘
進
に
際
し
て
坑
内
に
高
圧
地
下
水
が
噴
出
し
、

地
上
の
名
水
百
選
・
観
音
水
の
水
位
が
低
下
し
た
。
こ
の

た
め
、
止
水
注
入
グ
ラ
ウ
ト
工
等
を
併
用
し
て
慎
重
に
掘

進
を
行
い
、
一
〇
年
六
か
月
の
工
期
を
要
し
て
一
九
八
六

年
十
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
し
て
関
係
者
と
の
補

償
交
渉
妥
結
を
経
て
、
一
九
八
七
年
夏
に
野
村
ダ
ム
か
ら

布
喜
川
調
整
池
ま
で
の
通
水
を
開
始
し
た
。
南
予
用
水
の

水
が
初
め
て
八
幡
浜
の
川
上
地
区
の
樹
園
地
に
届
き
、
地

域
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
課
題
を
克
服
し
つ
つ
工
事
は
着
実
に

進
み
、
通
水
区
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
伊
方
調
整
池

八七年布喜川調整池までの通水式典
（右端が筆者。当時南予農業水利事業所工事第一課長）

布喜川調整池と南予用水中央管理所（奥の建物）

表2　布喜川ダム諸元

位 置
河 川 名

八幡浜市布喜川
五反田川水系流田川（2級河川）

堤 体 形 式
堤 高
堤 長
堤 長 幅
低 体 積

重力式コンクリートダム
33.7ｍ
110.0ｍ
3.5ｍ
26,000㎥ 

総 貯 水 量
有 効 貯 水 量

197千㎥ 
150千㎥ （農水専用施設で灌漑容量のみ）

洪 水 吐
計画洪水流量
減 勢 工

非調節型越流方式
158.0㎥ /s
副ダム式静水池

取水放流設備
最 大 取 水 量

堤体併設鋼製直立取水塔
2.102㎥ /s うち上水0.233㎥ /s

ダ ム 工 事 費
施 工 者
ダ ム 管 理 者

29.5億円
株式会社　竹中土木
南予用水土地改良区連合
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（
一
九
八
八
年
完
成
）、
北
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
一

年
）、
南
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
三
年
）、
補
助
水

源
東
蓮
寺
池
（
一
九
九
六
年
完
成
）
と
主
要
施
設
の
建
設

が
進
ん
だ
。
南
幹
線
水
路
で
は
宇
和
島
港
横
断
ル
ー
ト
に

計
画
を
変
更
、
農
業
用
水
で
は
類
例
の
な
い
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
敷
設
工
事
を
実
施
（
一
九
八
九
年
）
し
た
。
そ
し

て
一
九
九
七
年
三
月
を
も
っ
て
二
三
年
に
及
ぶ
大
事
業
は

完
工
し
た
。
完
工
式
典
に
は
各
方
面
の
関
係
者
約
四
〇
〇

名
が
出
席
し
完
成
を
祝
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
南
予
用
水
の
具
体
的
な
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
水

の
不
安
が
無
く
な
っ
た
。
西
日
本
一
帯
を
襲
っ
た
平
成
六

年
の
大
干
ば
つ
で
も
南
予
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
計
画
的
な
灌
水
で
柑
橘
の
玉
太
り
が
良
く
な
り
品
質

が
向
上
し
た
。
ま
た
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
灌
水
作
業
と
施

肥
・
防
除
作
業
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
自
動
化
さ

れ
、
農
家
は
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
薬
液
散
布
に
よ
る

健
康
被
害
も
な
く
な
っ
た
。
柑
橘
農
家
の
後
継
者
確
保
や

樹
園
地
の
維
持
保
全
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
柑
橘
農
業
が
実
現
し
て
い
る
。

南
予
用
水
施
設
の
保
全
管
理
と

国
土
強
靭
化
対
策

　
南
予
用
水
完
成
後
の
経
年
変
化
に
よ
り
、
一
部
施
設
に

機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
国
営
施
設
機

能
保
全
事
業
・
南
予
用
水
地
区
を
立
ち
上
げ
、
調
整
池
の

ゲ
ー
ト
設
備
や
電
気
設
備
、
揚
水
機
場
及
び
用
水
路
の
劣

化
部
分
の
改
修
等
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
八

年
夏
の
「
平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
」
は
南
予
地
域
を
も
直

撃
し
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
崩

壊
を
は
じ
め
、
一
部
の
用
水

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
地
域
を
挙
げ
た
復
興

努
力
が
続
く
中
、
国
は
、
直

轄
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
被

災
し
た
国
営
造
成
施
設
の
復

旧
に
も
対
応
し
た
。
近
年
、

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激

甚
化
が
顕
著
に
な
る
中
、
今

後
は
国
土
強
靭
化
の
観
点
か

ら
も
南
予
用
水
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
と
更
新
整
備
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
。（
南
予
用
水
の
管

理
を
担
当
す
る
南
予
用
水
土

地
改
良
区
連
合
の
河
野
事
務

局
長
の
寄
稿
参
照
）

日
本
農
業
遺
産

「
南
予
の
柑
橘
農
業

シ
ス
テ
ム
」

　
初
め
て
温
州
ミ
カ
ン
が
植

え
ら
れ
て
か
ら
二
三
〇
年
の

歴
史
を
有
す
る
南
予
の
柑
橘

　

地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　
私
は
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
生
ま
れ
、
毎
日

み
か
ん
山
を
眺
め
、
海
の
香
り
を
感
じ
な
が

ら
育
ち
ま
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
、

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
時
に
恩
師
か
ら
、「
南
予

用
水
土
地
改
良
区
連
合
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
頑
張
っ
て
み
な
い
か
。」
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、「
昭
和

四
十
二
年
に
大
干
ば
つ
を
受
け
、
南
予
地
域

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
南
予
用
水
農
業
水
利

事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
維
持
管
理
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
の
で

す
が
、
私
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
返
っ
て
や
る
気
を
起

こ
し
、
南
予
用
水
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
入
社
後
、
研
修
の
た
め

南
予
農
業
水
利
事
業
所
へ
出
向
し
ま
し
た
。

事
業
の
工
事
が
最
盛
期
の
時
で
あ
り
、
水
路

や
揚
水
機
場
な
ど
の
施
設
が
次
々
と
出
来
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。七
、二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
園
地
に
水
を
送
る
施
設
は
、
佐
田
岬
半

島
の
端
か
ら
宇
和
島
市
ま
で
の
広
範
囲
に
亘

る
た
め
、
職
員
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
管
理

委
託
に
備
え
ま
し
た
。
平
成
九
年
か
ら
維
持

管
理
が
始
ま
り
、
山
の
上
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド（
調
整
水
槽
）へ
安
定
し
て
農
業
用
水

を
送
る
こ
と
を
当
連
合
の
役
割
と
し
て
、
研

修
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
揚
水
機

場
や
水
路
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
供
用
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経

過
し
た
施
設
も
あ
り
、
不
具
合
が
徐
々
に
増

え
、
老
朽
化
を
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業

に
よ
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
巨
大
地
震

に
備
え
た
耐
震
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、
安

定
し
た
用
水
供
給
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
に
事
業
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

が
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
環
境
を
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
の
災
害

に
よ
る
検
証
結
果
も
踏
ま
え
て
、
緊
急
遮
断

弁
等
の
増
設
に
よ
る
安
全
性
確
保
が
新
た
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
多
く
発
生

し
て
い
る
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
大
雨
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
強
い
更
な
る
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
が

ら
、
当
連
合
は
南
予
地
域
の
農
業
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
生
産
者
の
努
力
、
築
き
上
げ
た
技
術
と
と

も
に
「
柑
橘
王
国
え
ひ
め
」
を
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
南
予
用
水
は
安
定
的
に
農
業

用
水
を
送
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
は
、
厳
し
い
自
然
・
地
形
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
農

家
が
営
々
と
築
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
耕
し
て
天
に

至
る
」
と
形
容
さ
れ
る
壮
大
な
石
積
み
の
段
畑
、「
三
つ

の
太
陽
」（
太
陽
の
直
射
光
、
海
面
か
ら
の
照
り
返
し
、

石
積
み
か
ら
の
輻
射
熱
）
と
称
さ
れ
る
柑
橘
栽
培
に
適
し

た
環
境
、
家
族
農
業
を
基
本
と
す
る
生
産
者
主
体
の
「
共

選
」
単
位
で
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
生
産
・
出
荷
す
る
体
制

（
真
穴
、
川
上
、
日
の
丸
な
ど
一
五
組
織
）、
果
樹
同
志
会

に
よ
る
技
術
の
伝
承
、
そ
し
て
南
予
用
水
に
よ
る
災
害
に

強
い
強
靭
な
生
産
基
盤
の
構
築
、
こ
う
し
た
特
色
や
取
組

み
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
に
持
続
可
能
な
「
南
予
の

柑
橘
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本
農
業
遺
産
（
農
林
水

産
大
臣
認
定
）
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
F
A
O
）
の
世
界
農
業
遺
産
も
視
野
に
置
き
、
世

界
に
誇
る
「
南
予
の
柑
橘
農

業
シ
ス
テ
ム
」
の
更
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
。
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地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
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水
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改
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連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦
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調
整
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建
設
工
事
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思
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出

吉
田
建
設
株
式
会
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　専
務

（
元
竹
中
土
木
布
喜
川
調
整
池

工
事
作
業
所
勤
務
）

井
内

　敏
夫

　

　
私
が
ダ
ム
工
事
に
関
係
し
た
経
緯
は
、
当

時
中
小
規
模
ダ
ム
が
全
国
に
多
く
計
画
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
施
工
に
伴
う
建
設
業
界
の
ダ

ム
技
術
者
不
足
か
ら
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
技
術
者
を
養
成
す
る
研
修
に

参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
ダ

ム
技
術
者
研
修
で
は
約
一
ケ
月
間
、
ダ
ム
の

設
計
、
施
工
に
つ
い
て
実
践
的
な
集
中
講
義

を
、
泊
ま
り
込
み
で
受
講
し
ま
し
た
。
其
の

後
、
社
内
の
ダ
ム
研
修
を
経
て
布
喜
川
調
整

池
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
こ
と
は
昔
の
こ
と
で
も
う
虚
ろ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
コ
ン
ク

リ
ー
ト
配
合
は
、
地
元
の
砕
石
場
の
骨
材
を

使
用
し
試
験
練
り
を
何
回
も
繰
り
返
し
試
行

し
、
苦
労
し
て
決
定
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
ま
た
仮
設
備
に
お
い
て
は
河
床
の
仮

設
ヤ
ー
ド
が
狭
く
、
骨
材
ビ
ン
の
配
置
と
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
傾
斜
角
の
確
保
に
苦
労

し
ま
し
た
。
本
工
事
で
は
、
掘
削
、
残
土
処

理
場
、
岩
盤
検
査
、
断
層
処
理
、
一
次
転
流

工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設（
A
、
B
、
C
種
）、

基
礎
処
理（
グ
ラ
ウ
ト
工
）監
査
廊
、
減
勢
工
、

副
ダ
ム
、
取
水
ゲ
ー
ト
、
堤
内
仮
排
水
路
閉

塞
、
天
端
工
と
小
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
全

て
揃
っ
て
お
り
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
後
に
兵
庫
県
の
播
磨
科
学

公
園
都
市
の
調
整
池（
下
莇
原
ダ
ム
）、
奈
良

県
天
理
市
の
白
川
ダ
ム
、
そ
し
て
吉
田
建
設

㈱
に
所
属
し
て
か
ら
、
鳥
取
県
で
の
殿
ダ
ム

関
連
工
事（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
本
体
は
鹿
島
建

設
が
施
工
）鳥
取
県
の
砂
防
堰
堤
、
林
道
工

事
等
を
施
工
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
振
り
返
れ
ば
布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、

後
々
こ
の
経
験
と
人
の
つ
な
が
り
が
私
の
人

生
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
所
の
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
協
力
業
者
の
皆
様
と
は
、

工
事
に
当
た
り
お
互
い
切
磋
琢
磨
・
研
鑽
を

図
り
、
協
力
し
て
よ
り
良
い
ダ
ム
を
造
ろ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
工
事
期

間
中
は
地
元
ミ
カ
ン
農
家
の
方
々
と
仲
良
く

さ
せ
て
頂
き
、
収
穫
ま
で
の
大
変
な
苦
労
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
、
祭
り
の
時
み
ん

な
で
楽
し
く
騒
い
だ
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
ミ
カ
ン
は
愛
媛
南

予
産
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
世

の
中
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
健
康
に
気
を
付

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

スプリンクラーによる防除（宇和島市吉田町・立間地区）

ミカンの収穫（八幡浜市・川上地区）

（
一
九
八
八
年
完
成
）、
北
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
一

年
）、
南
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
三
年
）、
補
助
水

源
東
蓮
寺
池
（
一
九
九
六
年
完
成
）
と
主
要
施
設
の
建
設

が
進
ん
だ
。
南
幹
線
水
路
で
は
宇
和
島
港
横
断
ル
ー
ト
に

計
画
を
変
更
、
農
業
用
水
で
は
類
例
の
な
い
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
敷
設
工
事
を
実
施
（
一
九
八
九
年
）
し
た
。
そ
し

て
一
九
九
七
年
三
月
を
も
っ
て
二
三
年
に
及
ぶ
大
事
業
は

完
工
し
た
。
完
工
式
典
に
は
各
方
面
の
関
係
者
約
四
〇
〇

名
が
出
席
し
完
成
を
祝
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
南
予
用
水
の
具
体
的
な
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
水

の
不
安
が
無
く
な
っ
た
。
西
日
本
一
帯
を
襲
っ
た
平
成
六

年
の
大
干
ば
つ
で
も
南
予
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
計
画
的
な
灌
水
で
柑
橘
の
玉
太
り
が
良
く
な
り
品
質

が
向
上
し
た
。
ま
た
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
灌
水
作
業
と
施

肥
・
防
除
作
業
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
自
動
化
さ

れ
、
農
家
は
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
薬
液
散
布
に
よ
る

健
康
被
害
も
な
く
な
っ
た
。
柑
橘
農
家
の
後
継
者
確
保
や

樹
園
地
の
維
持
保
全
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
柑
橘
農
業
が
実
現
し
て
い
る
。

南
予
用
水
施
設
の
保
全
管
理
と

国
土
強
靭
化
対
策

　
南
予
用
水
完
成
後
の
経
年
変
化
に
よ
り
、
一
部
施
設
に

機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
国
営
施
設
機

能
保
全
事
業
・
南
予
用
水
地
区
を
立
ち
上
げ
、
調
整
池
の

ゲ
ー
ト
設
備
や
電
気
設
備
、
揚
水
機
場
及
び
用
水
路
の
劣

化
部
分
の
改
修
等
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
八

年
夏
の
「
平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
」
は
南
予
地
域
を
も
直

撃
し
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
崩

壊
を
は
じ
め
、
一
部
の
用
水

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
地
域
を
挙
げ
た
復
興

努
力
が
続
く
中
、
国
は
、
直

轄
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
被

災
し
た
国
営
造
成
施
設
の
復

旧
に
も
対
応
し
た
。
近
年
、

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激

甚
化
が
顕
著
に
な
る
中
、
今

後
は
国
土
強
靭
化
の
観
点
か

ら
も
南
予
用
水
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
と
更
新
整
備
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
。（
南
予
用
水
の
管

理
を
担
当
す
る
南
予
用
水
土

地
改
良
区
連
合
の
河
野
事
務

局
長
の
寄
稿
参
照
）

日
本
農
業
遺
産

「
南
予
の
柑
橘
農
業

シ
ス
テ
ム
」

　
初
め
て
温
州
ミ
カ
ン
が
植

え
ら
れ
て
か
ら
二
三
〇
年
の

歴
史
を
有
す
る
南
予
の
柑
橘

　

地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　
私
は
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
生
ま
れ
、
毎
日

み
か
ん
山
を
眺
め
、
海
の
香
り
を
感
じ
な
が

ら
育
ち
ま
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
、

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
時
に
恩
師
か
ら
、「
南
予

用
水
土
地
改
良
区
連
合
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
頑
張
っ
て
み
な
い
か
。」
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、「
昭
和

四
十
二
年
に
大
干
ば
つ
を
受
け
、
南
予
地
域

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
南
予
用
水
農
業
水
利

事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
維
持
管
理
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
の
で

す
が
、
私
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
返
っ
て
や
る
気
を
起

こ
し
、
南
予
用
水
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
入
社
後
、
研
修
の
た
め

南
予
農
業
水
利
事
業
所
へ
出
向
し
ま
し
た
。

事
業
の
工
事
が
最
盛
期
の
時
で
あ
り
、
水
路

や
揚
水
機
場
な
ど
の
施
設
が
次
々
と
出
来
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。七
、二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
園
地
に
水
を
送
る
施
設
は
、
佐
田
岬
半

島
の
端
か
ら
宇
和
島
市
ま
で
の
広
範
囲
に
亘

る
た
め
、
職
員
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
管
理

委
託
に
備
え
ま
し
た
。
平
成
九
年
か
ら
維
持

管
理
が
始
ま
り
、
山
の
上
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド（
調
整
水
槽
）へ
安
定
し
て
農
業
用
水

を
送
る
こ
と
を
当
連
合
の
役
割
と
し
て
、
研

修
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
揚
水
機

場
や
水
路
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
供
用
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経

過
し
た
施
設
も
あ
り
、
不
具
合
が
徐
々
に
増

え
、
老
朽
化
を
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業

に
よ
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
巨
大
地
震

に
備
え
た
耐
震
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、
安

定
し
た
用
水
供
給
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
に
事
業
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

が
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
環
境
を
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
の
災
害

に
よ
る
検
証
結
果
も
踏
ま
え
て
、
緊
急
遮
断

弁
等
の
増
設
に
よ
る
安
全
性
確
保
が
新
た
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
多
く
発
生

し
て
い
る
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
大
雨
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
強
い
更
な
る
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
が

ら
、
当
連
合
は
南
予
地
域
の
農
業
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
生
産
者
の
努
力
、
築
き
上
げ
た
技
術
と
と

も
に
「
柑
橘
王
国
え
ひ
め
」
を
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
南
予
用
水
は
安
定
的
に
農
業

用
水
を
送
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
は
、
厳
し
い
自
然
・
地
形
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
農

家
が
営
々
と
築
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
耕
し
て
天
に

至
る
」
と
形
容
さ
れ
る
壮
大
な
石
積
み
の
段
畑
、「
三
つ

の
太
陽
」（
太
陽
の
直
射
光
、
海
面
か
ら
の
照
り
返
し
、

石
積
み
か
ら
の
輻
射
熱
）
と
称
さ
れ
る
柑
橘
栽
培
に
適
し

た
環
境
、
家
族
農
業
を
基
本
と
す
る
生
産
者
主
体
の
「
共

選
」
単
位
で
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
生
産
・
出
荷
す
る
体
制

（
真
穴
、
川
上
、
日
の
丸
な
ど
一
五
組
織
）、
果
樹
同
志
会

に
よ
る
技
術
の
伝
承
、
そ
し
て
南
予
用
水
に
よ
る
災
害
に

強
い
強
靭
な
生
産
基
盤
の
構
築
、
こ
う
し
た
特
色
や
取
組

み
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
に
持
続
可
能
な
「
南
予
の

柑
橘
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本
農
業
遺
産
（
農
林
水

産
大
臣
認
定
）
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
F
A
O
）
の
世
界
農
業
遺
産
も
視
野
に
置
き
、
世

界
に
誇
る
「
南
予
の
柑
橘
農

業
シ
ス
テ
ム
」
の
更
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
。
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地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　

布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の
思
い
出

吉
田
建
設
株
式
会
社

　専
務

（
元
竹
中
土
木
布
喜
川
調
整
池

工
事
作
業
所
勤
務
）

井
内

　敏
夫

　

　
私
が
ダ
ム
工
事
に
関
係
し
た
経
緯
は
、
当

時
中
小
規
模
ダ
ム
が
全
国
に
多
く
計
画
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
施
工
に
伴
う
建
設
業
界
の
ダ

ム
技
術
者
不
足
か
ら
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
技
術
者
を
養
成
す
る
研
修
に

参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
ダ

ム
技
術
者
研
修
で
は
約
一
ケ
月
間
、
ダ
ム
の

設
計
、
施
工
に
つ
い
て
実
践
的
な
集
中
講
義

を
、
泊
ま
り
込
み
で
受
講
し
ま
し
た
。
其
の

後
、
社
内
の
ダ
ム
研
修
を
経
て
布
喜
川
調
整

池
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
こ
と
は
昔
の
こ
と
で
も
う
虚
ろ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
コ
ン
ク

リ
ー
ト
配
合
は
、
地
元
の
砕
石
場
の
骨
材
を

使
用
し
試
験
練
り
を
何
回
も
繰
り
返
し
試
行

し
、
苦
労
し
て
決
定
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
ま
た
仮
設
備
に
お
い
て
は
河
床
の
仮

設
ヤ
ー
ド
が
狭
く
、
骨
材
ビ
ン
の
配
置
と
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
傾
斜
角
の
確
保
に
苦
労

し
ま
し
た
。
本
工
事
で
は
、
掘
削
、
残
土
処

理
場
、
岩
盤
検
査
、
断
層
処
理
、
一
次
転
流

工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設（
A
、
B
、
C
種
）、

基
礎
処
理（
グ
ラ
ウ
ト
工
）監
査
廊
、
減
勢
工
、

副
ダ
ム
、
取
水
ゲ
ー
ト
、
堤
内
仮
排
水
路
閉

塞
、
天
端
工
と
小
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
全

て
揃
っ
て
お
り
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
後
に
兵
庫
県
の
播
磨
科
学

公
園
都
市
の
調
整
池（
下
莇
原
ダ
ム
）、
奈
良

県
天
理
市
の
白
川
ダ
ム
、
そ
し
て
吉
田
建
設

㈱
に
所
属
し
て
か
ら
、
鳥
取
県
で
の
殿
ダ
ム

関
連
工
事（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
本
体
は
鹿
島
建

設
が
施
工
）鳥
取
県
の
砂
防
堰
堤
、
林
道
工

事
等
を
施
工
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
振
り
返
れ
ば
布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、

後
々
こ
の
経
験
と
人
の
つ
な
が
り
が
私
の
人

生
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
所
の
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
協
力
業
者
の
皆
様
と
は
、

工
事
に
当
た
り
お
互
い
切
磋
琢
磨
・
研
鑽
を

図
り
、
協
力
し
て
よ
り
良
い
ダ
ム
を
造
ろ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
工
事
期

間
中
は
地
元
ミ
カ
ン
農
家
の
方
々
と
仲
良
く

さ
せ
て
頂
き
、
収
穫
ま
で
の
大
変
な
苦
労
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
、
祭
り
の
時
み
ん

な
で
楽
し
く
騒
い
だ
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
ミ
カ
ン
は
愛
媛
南

予
産
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
世

の
中
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
健
康
に
気
を
付

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

スプリンクラーによる防除（宇和島市吉田町・立間地区）
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（
一
九
八
八
年
完
成
）、
北
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
一

年
）、
南
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
三
年
）、
補
助
水

源
東
蓮
寺
池
（
一
九
九
六
年
完
成
）
と
主
要
施
設
の
建
設

が
進
ん
だ
。
南
幹
線
水
路
で
は
宇
和
島
港
横
断
ル
ー
ト
に

計
画
を
変
更
、
農
業
用
水
で
は
類
例
の
な
い
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
敷
設
工
事
を
実
施
（
一
九
八
九
年
）
し
た
。
そ
し

て
一
九
九
七
年
三
月
を
も
っ
て
二
三
年
に
及
ぶ
大
事
業
は

完
工
し
た
。
完
工
式
典
に
は
各
方
面
の
関
係
者
約
四
〇
〇

名
が
出
席
し
完
成
を
祝
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
南
予
用
水
の
具
体
的
な
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
水

の
不
安
が
無
く
な
っ
た
。
西
日
本
一
帯
を
襲
っ
た
平
成
六

年
の
大
干
ば
つ
で
も
南
予
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
計
画
的
な
灌
水
で
柑
橘
の
玉
太
り
が
良
く
な
り
品
質

が
向
上
し
た
。
ま
た
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
灌
水
作
業
と
施

肥
・
防
除
作
業
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
自
動
化
さ

れ
、
農
家
は
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
薬
液
散
布
に
よ
る

健
康
被
害
も
な
く
な
っ
た
。
柑
橘
農
家
の
後
継
者
確
保
や

樹
園
地
の
維
持
保
全
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
柑
橘
農
業
が
実
現
し
て
い
る
。

南
予
用
水
施
設
の
保
全
管
理
と

国
土
強
靭
化
対
策

　
南
予
用
水
完
成
後
の
経
年
変
化
に
よ
り
、
一
部
施
設
に

機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
国
営
施
設
機

能
保
全
事
業
・
南
予
用
水
地
区
を
立
ち
上
げ
、
調
整
池
の

ゲ
ー
ト
設
備
や
電
気
設
備
、
揚
水
機
場
及
び
用
水
路
の
劣

化
部
分
の
改
修
等
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
八

年
夏
の
「
平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
」
は
南
予
地
域
を
も
直

撃
し
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
崩

壊
を
は
じ
め
、
一
部
の
用
水

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
地
域
を
挙
げ
た
復
興

努
力
が
続
く
中
、
国
は
、
直

轄
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
被

災
し
た
国
営
造
成
施
設
の
復

旧
に
も
対
応
し
た
。
近
年
、

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激

甚
化
が
顕
著
に
な
る
中
、
今

後
は
国
土
強
靭
化
の
観
点
か

ら
も
南
予
用
水
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
と
更
新
整
備
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
。（
南
予
用
水
の
管

理
を
担
当
す
る
南
予
用
水
土

地
改
良
区
連
合
の
河
野
事
務

局
長
の
寄
稿
参
照
）

日
本
農
業
遺
産

「
南
予
の
柑
橘
農
業

シ
ス
テ
ム
」

　
初
め
て
温
州
ミ
カ
ン
が
植

え
ら
れ
て
か
ら
二
三
〇
年
の

歴
史
を
有
す
る
南
予
の
柑
橘

　

地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　
私
は
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
生
ま
れ
、
毎
日

み
か
ん
山
を
眺
め
、
海
の
香
り
を
感
じ
な
が

ら
育
ち
ま
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
、

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
時
に
恩
師
か
ら
、「
南
予

用
水
土
地
改
良
区
連
合
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
頑
張
っ
て
み
な
い
か
。」
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、「
昭
和

四
十
二
年
に
大
干
ば
つ
を
受
け
、
南
予
地
域

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
南
予
用
水
農
業
水
利

事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
維
持
管
理
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
の
で

す
が
、
私
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
返
っ
て
や
る
気
を
起

こ
し
、
南
予
用
水
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
入
社
後
、
研
修
の
た
め

南
予
農
業
水
利
事
業
所
へ
出
向
し
ま
し
た
。

事
業
の
工
事
が
最
盛
期
の
時
で
あ
り
、
水
路

や
揚
水
機
場
な
ど
の
施
設
が
次
々
と
出
来
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。七
、二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
園
地
に
水
を
送
る
施
設
は
、
佐
田
岬
半

島
の
端
か
ら
宇
和
島
市
ま
で
の
広
範
囲
に
亘

る
た
め
、
職
員
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
管
理

委
託
に
備
え
ま
し
た
。
平
成
九
年
か
ら
維
持

管
理
が
始
ま
り
、
山
の
上
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド（
調
整
水
槽
）へ
安
定
し
て
農
業
用
水

を
送
る
こ
と
を
当
連
合
の
役
割
と
し
て
、
研

修
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
揚
水
機

場
や
水
路
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
供
用
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経

過
し
た
施
設
も
あ
り
、
不
具
合
が
徐
々
に
増

え
、
老
朽
化
を
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業

に
よ
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
巨
大
地
震

に
備
え
た
耐
震
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、
安

定
し
た
用
水
供
給
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
に
事
業
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

が
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
環
境
を
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
の
災
害

に
よ
る
検
証
結
果
も
踏
ま
え
て
、
緊
急
遮
断

弁
等
の
増
設
に
よ
る
安
全
性
確
保
が
新
た
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
多
く
発
生

し
て
い
る
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
大
雨
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
強
い
更
な
る
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
が

ら
、
当
連
合
は
南
予
地
域
の
農
業
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
生
産
者
の
努
力
、
築
き
上
げ
た
技
術
と
と

も
に
「
柑
橘
王
国
え
ひ
め
」
を
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
南
予
用
水
は
安
定
的
に
農
業

用
水
を
送
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
は
、
厳
し
い
自
然
・
地
形
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
農

家
が
営
々
と
築
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
耕
し
て
天
に

至
る
」
と
形
容
さ
れ
る
壮
大
な
石
積
み
の
段
畑
、「
三
つ

の
太
陽
」（
太
陽
の
直
射
光
、
海
面
か
ら
の
照
り
返
し
、

石
積
み
か
ら
の
輻
射
熱
）
と
称
さ
れ
る
柑
橘
栽
培
に
適
し

た
環
境
、
家
族
農
業
を
基
本
と
す
る
生
産
者
主
体
の
「
共

選
」
単
位
で
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
生
産
・
出
荷
す
る
体
制

（
真
穴
、
川
上
、
日
の
丸
な
ど
一
五
組
織
）、
果
樹
同
志
会

に
よ
る
技
術
の
伝
承
、
そ
し
て
南
予
用
水
に
よ
る
災
害
に

強
い
強
靭
な
生
産
基
盤
の
構
築
、
こ
う
し
た
特
色
や
取
組

み
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
に
持
続
可
能
な
「
南
予
の

柑
橘
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本
農
業
遺
産
（
農
林
水

産
大
臣
認
定
）
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
F
A
O
）
の
世
界
農
業
遺
産
も
視
野
に
置
き
、
世

界
に
誇
る
「
南
予
の
柑
橘
農

業
シ
ス
テ
ム
」
の
更
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
。
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地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　

布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の
思
い
出

吉
田
建
設
株
式
会
社

　専
務

（
元
竹
中
土
木
布
喜
川
調
整
池

工
事
作
業
所
勤
務
）

井
内

　敏
夫

　

　
私
が
ダ
ム
工
事
に
関
係
し
た
経
緯
は
、
当

時
中
小
規
模
ダ
ム
が
全
国
に
多
く
計
画
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
施
工
に
伴
う
建
設
業
界
の
ダ

ム
技
術
者
不
足
か
ら
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
技
術
者
を
養
成
す
る
研
修
に

参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
ダ

ム
技
術
者
研
修
で
は
約
一
ケ
月
間
、
ダ
ム
の

設
計
、
施
工
に
つ
い
て
実
践
的
な
集
中
講
義

を
、
泊
ま
り
込
み
で
受
講
し
ま
し
た
。
其
の

後
、
社
内
の
ダ
ム
研
修
を
経
て
布
喜
川
調
整

池
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
こ
と
は
昔
の
こ
と
で
も
う
虚
ろ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
コ
ン
ク

リ
ー
ト
配
合
は
、
地
元
の
砕
石
場
の
骨
材
を

使
用
し
試
験
練
り
を
何
回
も
繰
り
返
し
試
行

し
、
苦
労
し
て
決
定
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
ま
た
仮
設
備
に
お
い
て
は
河
床
の
仮

設
ヤ
ー
ド
が
狭
く
、
骨
材
ビ
ン
の
配
置
と
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
傾
斜
角
の
確
保
に
苦
労

し
ま
し
た
。
本
工
事
で
は
、
掘
削
、
残
土
処

理
場
、
岩
盤
検
査
、
断
層
処
理
、
一
次
転
流

工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設（
A
、
B
、
C
種
）、

基
礎
処
理（
グ
ラ
ウ
ト
工
）監
査
廊
、
減
勢
工
、

副
ダ
ム
、
取
水
ゲ
ー
ト
、
堤
内
仮
排
水
路
閉

塞
、
天
端
工
と
小
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
全

て
揃
っ
て
お
り
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
後
に
兵
庫
県
の
播
磨
科
学

公
園
都
市
の
調
整
池（
下
莇
原
ダ
ム
）、
奈
良

県
天
理
市
の
白
川
ダ
ム
、
そ
し
て
吉
田
建
設

㈱
に
所
属
し
て
か
ら
、
鳥
取
県
で
の
殿
ダ
ム

関
連
工
事（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
本
体
は
鹿
島
建

設
が
施
工
）鳥
取
県
の
砂
防
堰
堤
、
林
道
工

事
等
を
施
工
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
振
り
返
れ
ば
布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、

後
々
こ
の
経
験
と
人
の
つ
な
が
り
が
私
の
人

生
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
所
の
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
協
力
業
者
の
皆
様
と
は
、

工
事
に
当
た
り
お
互
い
切
磋
琢
磨
・
研
鑽
を

図
り
、
協
力
し
て
よ
り
良
い
ダ
ム
を
造
ろ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
工
事
期

間
中
は
地
元
ミ
カ
ン
農
家
の
方
々
と
仲
良
く

さ
せ
て
頂
き
、
収
穫
ま
で
の
大
変
な
苦
労
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
、
祭
り
の
時
み
ん

な
で
楽
し
く
騒
い
だ
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
ミ
カ
ン
は
愛
媛
南

予
産
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
世

の
中
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
健
康
に
気
を
付

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

スプリンクラーによる防除（宇和島市吉田町・立間地区）

ミカンの収穫（八幡浜市・川上地区）

（
一
九
八
八
年
完
成
）、
北
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
一

年
）、
南
幹
線
水
路
（
全
線
完
成
一
九
九
三
年
）、
補
助
水

源
東
蓮
寺
池
（
一
九
九
六
年
完
成
）
と
主
要
施
設
の
建
設

が
進
ん
だ
。
南
幹
線
水
路
で
は
宇
和
島
港
横
断
ル
ー
ト
に

計
画
を
変
更
、
農
業
用
水
で
は
類
例
の
な
い
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
敷
設
工
事
を
実
施
（
一
九
八
九
年
）
し
た
。
そ
し

て
一
九
九
七
年
三
月
を
も
っ
て
二
三
年
に
及
ぶ
大
事
業
は

完
工
し
た
。
完
工
式
典
に
は
各
方
面
の
関
係
者
約
四
〇
〇

名
が
出
席
し
完
成
を
祝
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
南
予
用
水
の
具
体
的
な
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
水

の
不
安
が
無
く
な
っ
た
。
西
日
本
一
帯
を
襲
っ
た
平
成
六

年
の
大
干
ば
つ
で
も
南
予
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
計
画
的
な
灌
水
で
柑
橘
の
玉
太
り
が
良
く
な
り
品
質

が
向
上
し
た
。
ま
た
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
灌
水
作
業
と
施

肥
・
防
除
作
業
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
自
動
化
さ

れ
、
農
家
は
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
薬
液
散
布
に
よ
る

健
康
被
害
も
な
く
な
っ
た
。
柑
橘
農
家
の
後
継
者
確
保
や

樹
園
地
の
維
持
保
全
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
柑
橘
農
業
が
実
現
し
て
い
る
。

南
予
用
水
施
設
の
保
全
管
理
と

国
土
強
靭
化
対
策

　
南
予
用
水
完
成
後
の
経
年
変
化
に
よ
り
、
一
部
施
設
に

機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
国
営
施
設
機

能
保
全
事
業
・
南
予
用
水
地
区
を
立
ち
上
げ
、
調
整
池
の

ゲ
ー
ト
設
備
や
電
気
設
備
、
揚
水
機
場
及
び
用
水
路
の
劣

化
部
分
の
改
修
等
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
八

年
夏
の
「
平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
」
は
南
予
地
域
を
も
直

撃
し
、
急
傾
斜
樹
園
地
の
崩

壊
を
は
じ
め
、
一
部
の
用
水

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
地
域
を
挙
げ
た
復
興

努
力
が
続
く
中
、
国
は
、
直

轄
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
被

災
し
た
国
営
造
成
施
設
の
復

旧
に
も
対
応
し
た
。
近
年
、

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激

甚
化
が
顕
著
に
な
る
中
、
今

後
は
国
土
強
靭
化
の
観
点
か

ら
も
南
予
用
水
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
と
更
新
整
備
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
。（
南
予
用
水
の
管

理
を
担
当
す
る
南
予
用
水
土

地
改
良
区
連
合
の
河
野
事
務

局
長
の
寄
稿
参
照
）

日
本
農
業
遺
産

「
南
予
の
柑
橘
農
業

シ
ス
テ
ム
」

　
初
め
て
温
州
ミ
カ
ン
が
植

え
ら
れ
て
か
ら
二
三
〇
年
の

歴
史
を
有
す
る
南
予
の
柑
橘

　

地
域
を
支
え
る
南
予
用
水
の
管
理
を
担
っ
て

南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合

事
務
局
長

河
野

　敬
彦

　

　
私
は
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
生
ま
れ
、
毎
日

み
か
ん
山
を
眺
め
、
海
の
香
り
を
感
じ
な
が

ら
育
ち
ま
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
、

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
時
に
恩
師
か
ら
、「
南
予

用
水
土
地
改
良
区
連
合
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
頑
張
っ
て
み
な
い
か
。」
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、「
昭
和

四
十
二
年
に
大
干
ば
つ
を
受
け
、
南
予
地
域

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
南
予
用
水
農
業
水
利

事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
維
持
管
理
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
の
で

す
が
、
私
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
返
っ
て
や
る
気
を
起

こ
し
、
南
予
用
水
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
入
社
後
、
研
修
の
た
め

南
予
農
業
水
利
事
業
所
へ
出
向
し
ま
し
た
。

事
業
の
工
事
が
最
盛
期
の
時
で
あ
り
、
水
路

や
揚
水
機
場
な
ど
の
施
設
が
次
々
と
出
来
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。七
、二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
園
地
に
水
を
送
る
施
設
は
、
佐
田
岬
半

島
の
端
か
ら
宇
和
島
市
ま
で
の
広
範
囲
に
亘

る
た
め
、
職
員
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
管
理

委
託
に
備
え
ま
し
た
。
平
成
九
年
か
ら
維
持

管
理
が
始
ま
り
、
山
の
上
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド（
調
整
水
槽
）へ
安
定
し
て
農
業
用
水

を
送
る
こ
と
を
当
連
合
の
役
割
と
し
て
、
研

修
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
揚
水
機

場
や
水
路
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
供
用
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経

過
し
た
施
設
も
あ
り
、
不
具
合
が
徐
々
に
増

え
、
老
朽
化
を
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業

に
よ
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
巨
大
地
震

に
備
え
た
耐
震
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、
安

定
し
た
用
水
供
給
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
に
事
業
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

が
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
環
境
を
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
の
災
害

に
よ
る
検
証
結
果
も
踏
ま
え
て
、
緊
急
遮
断

弁
等
の
増
設
に
よ
る
安
全
性
確
保
が
新
た
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
多
く
発
生

し
て
い
る
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
大
雨
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
強
い
更
な
る
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
が

ら
、
当
連
合
は
南
予
地
域
の
農
業
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
生
産
者
の
努
力
、
築
き
上
げ
た
技
術
と
と

も
に
「
柑
橘
王
国
え
ひ
め
」
を
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
南
予
用
水
は
安
定
的
に
農
業

用
水
を
送
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
は
、
厳
し
い
自
然
・
地
形
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
農

家
が
営
々
と
築
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
耕
し
て
天
に

至
る
」
と
形
容
さ
れ
る
壮
大
な
石
積
み
の
段
畑
、「
三
つ

の
太
陽
」（
太
陽
の
直
射
光
、
海
面
か
ら
の
照
り
返
し
、

石
積
み
か
ら
の
輻
射
熱
）
と
称
さ
れ
る
柑
橘
栽
培
に
適
し

た
環
境
、
家
族
農
業
を
基
本
と
す
る
生
産
者
主
体
の
「
共

選
」
単
位
で
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
生
産
・
出
荷
す
る
体
制

（
真
穴
、
川
上
、
日
の
丸
な
ど
一
五
組
織
）、
果
樹
同
志
会

に
よ
る
技
術
の
伝
承
、
そ
し
て
南
予
用
水
に
よ
る
災
害
に

強
い
強
靭
な
生
産
基
盤
の
構
築
、
こ
う
し
た
特
色
や
取
組

み
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
に
持
続
可
能
な
「
南
予
の

柑
橘
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本
農
業
遺
産
（
農
林
水

産
大
臣
認
定
）
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
F
A
O
）
の
世
界
農
業
遺
産
も
視
野
に
置
き
、
世

界
に
誇
る
「
南
予
の
柑
橘
農

業
シ
ス
テ
ム
」
の
更
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
。
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を
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南
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管
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っ
て
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合

事
務
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長

河
野

　敬
彦

　

　

布
喜
川
調
整
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建
設
工
事
の
思
い
出

吉
田
建
設
株
式
会
社

　専
務
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竹
中
土
木
布
喜
川
調
整
池

工
事
作
業
所
勤
務
）

井
内

　敏
夫

　

　
私
が
ダ
ム
工
事
に
関
係
し
た
経
緯
は
、
当

時
中
小
規
模
ダ
ム
が
全
国
に
多
く
計
画
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
施
工
に
伴
う
建
設
業
界
の
ダ

ム
技
術
者
不
足
か
ら
、
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
技
術
者
を
養
成
す
る
研
修
に

参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
ダ

ム
技
術
者
研
修
で
は
約
一
ケ
月
間
、
ダ
ム
の

設
計
、
施
工
に
つ
い
て
実
践
的
な
集
中
講
義

を
、
泊
ま
り
込
み
で
受
講
し
ま
し
た
。
其
の

後
、
社
内
の
ダ
ム
研
修
を
経
て
布
喜
川
調
整

池
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
こ
と
は
昔
の
こ
と
で
も
う
虚
ろ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
コ
ン
ク

リ
ー
ト
配
合
は
、
地
元
の
砕
石
場
の
骨
材
を

使
用
し
試
験
練
り
を
何
回
も
繰
り
返
し
試
行

し
、
苦
労
し
て
決
定
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
ま
た
仮
設
備
に
お
い
て
は
河
床
の
仮

設
ヤ
ー
ド
が
狭
く
、
骨
材
ビ
ン
の
配
置
と
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
傾
斜
角
の
確
保
に
苦
労

し
ま
し
た
。
本
工
事
で
は
、
掘
削
、
残
土
処

理
場
、
岩
盤
検
査
、
断
層
処
理
、
一
次
転
流

工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設（
A
、
B
、
C
種
）、

基
礎
処
理（
グ
ラ
ウ
ト
工
）監
査
廊
、
減
勢
工
、

副
ダ
ム
、
取
水
ゲ
ー
ト
、
堤
内
仮
排
水
路
閉

塞
、
天
端
工
と
小
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
全

て
揃
っ
て
お
り
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
後
に
兵
庫
県
の
播
磨
科
学

公
園
都
市
の
調
整
池（
下
莇
原
ダ
ム
）、
奈
良

県
天
理
市
の
白
川
ダ
ム
、
そ
し
て
吉
田
建
設

㈱
に
所
属
し
て
か
ら
、
鳥
取
県
で
の
殿
ダ
ム

関
連
工
事（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
本
体
は
鹿
島
建

設
が
施
工
）鳥
取
県
の
砂
防
堰
堤
、
林
道
工

事
等
を
施
工
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
振
り
返
れ
ば
布
喜
川
調
整
池
建
設
工
事
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、

後
々
こ
の
経
験
と
人
の
つ
な
が
り
が
私
の
人

生
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
所
の
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
協
力
業
者
の
皆
様
と
は
、

工
事
に
当
た
り
お
互
い
切
磋
琢
磨
・
研
鑽
を

図
り
、
協
力
し
て
よ
り
良
い
ダ
ム
を
造
ろ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
工
事
期

間
中
は
地
元
ミ
カ
ン
農
家
の
方
々
と
仲
良
く

さ
せ
て
頂
き
、
収
穫
ま
で
の
大
変
な
苦
労
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
、
祭
り
の
時
み
ん

な
で
楽
し
く
騒
い
だ
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
ミ
カ
ン
は
愛
媛
南

予
産
を
選
ん
で
買
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
世

の
中
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
健
康
に
気
を
付

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

スプリンクラーによる防除（宇和島市吉田町・立間地区）

ミカンの収穫（八幡浜市・川上地区）
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